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主桁にブラケットを取付け、桁扛上を行う工法。

積上げサンド ルが高く なり不安定なうえ、作業

空間を塞ぐため支承補修が困難となる。

ＢＰ支承で桁下が低い場合に特殊架台を用い

て桁扛上を行う工法。下横構やガセット が障害

となり、一時的に撤去・ 復旧が必要となる。

桁下にベントを設置してベント 上より桁扛上を

行う 工法。安定工法であるが、仮設備が大が

かりとなり、河川部等では工事費が莫大となる。

小さなジャッキで大きな扛上力が得られます。

（ くさびの作用で油圧ジャッキ出力が3～4倍に増幅）

2 扛上と仮受が同時にでき、安全に作業

が行なえます。

3 ゲルバー桁の架け違い部やＢ．Ｐ 沓など

の低い沓でも、簡単に施工できます。

4 特殊な桁補強や扛上用ブラケット など

の設備が不要です。

5 沓座部の縁端距離が短い場合でも、施

工が可能です。

6 鋼橋に限らず、ＲＣ ．ＰＣ 桁、その他重量

構造物にも適用できます。

従来工法

業界初､画期的な支承補修工法

“ 発想の転換”が支承補修を
大きく 変えた!!

　 近年、社会資本の充実・ 整備が進むなかで、橋梁などの維持・ 修繕も大きな社会問題となり、迅速かつ安全な補修工事に対する要請は

年々高まってきています。なかでも支承補修工事は、橋桁を扛上・ 仮受しなければならず、しかも橋梁の場合は通行止めせずに施工することが

求められることから工事も大がかりとなり、また、狭いスペースでの施工のため人力作業に頼らざるをえないなど、危険性も大きくなりがちでした。

　 こうした悩みを一挙に解決したのが当社のトライアップシステムです。油圧ジャッキを上に押し 上げるという従来の概念を打ち破り、ジャッキを

横に押し込むことにより扛上させるという、まさに画期的な“ 発想の転換”により開発されました。

　 既に全国各地において、支承の維持・ 補修で多く の実績を積んでおり、特に、1995年に発生した阪神・ 淡路大震災の復旧工事における

活躍では、大きな評価を得ています。

業界初

6  つ の 特 徴 ト ライアップ扛上（ ジャッキアップ）原理

①主要部材は架台フレーム・ 油圧ジャッキ・ 楔（ くさび）の三つで構成されています。

②油圧ジャッキの押出力（ 水平力）をくさび勾配によって扛上力に転換します。

③下段くさび・ 中段くさび・ 上段くさびの間に発生する摩擦力は、滑り機能で解決します。

④必要量扛上後、ストッパープレートをセット すれば、扛上仮受が完了します。
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架台フレーム
（ 底部ネジ切り）

油圧ジャッキ
（ 高圧ジャッキ）

片面下段くさび
（ 上面テフロン貼り）

中段くさび
（ 両面スリップコーティング）

上段くさび
（ 両面テフロン貼り）

トッププレート

プレンゴム
（ 柔ら・ 偏芯吸収用）

ストッパープレート
（ 安全装置）

ジャッキ頭カム
（ 押し引き装置）

縁端を拡幅することによりジャッキ受け部を確

保する工法。他の工法に比べ現場工数が増

加する。

端横桁を前面補強して桁扛上を行う 工法。多

数のジャッキとサンドルが必要となる。

ブラケット 工法 特殊架台工法 ベント 工法

縁端拡幅工法 特殊補強工法

こう　  じょう

狭隘空間での支承補修に威力を発揮  ト ラ イ アッ プシステム

　 支承に進行しているさまざまな損傷。

それが見過ごされているとしたら…。

困難という理由で放置されているとし

たら…。

ト ライアップシステムは挑戦します。

時代のニーズである効率的な支承

の維持・ 補修をめざして。

▲供用下でのゲルバー橋の支承取替え。

サンド ル
油圧ジャッキ 油圧ジャッキ

ベント

ジャッキ

補強材

補強材

サンド ル

ジャッキ

ジャッキ

サンド ル

サンド ル
コンクリート 又は

鋼製ブラケット

ト ライアップ
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外観では判断できない支承損傷

恐い事実を見逃すことはできません

は、支承補修工事のこれまでの

概念を一新しました。

　 一見、健全そう に見える支承も 、

内部にはさまざまな重大な損傷が

生じ ている場合が多 あ々ります。外

観だけではう かがい知れないこ れ

ら 損傷を、支承補修に長年携わっ

てきた弊社は見逃しません。

　 支承補修工事は狭隘な空間における巨大な

構造物との闘い。ト ライアップシステムは、従来

大がかりになりがちだった桁補強や仮設備、機材

をコンパクト で軽量、安全、簡単な扛上仮受シス

テムに一新。これまで補修困難とされていた支承

にも救いの手をさしのべています。

ト ライアップセット 個所の主桁腹板を補強する。 ト ライアップを桁補強部の下面に差し込んでセット

する。

油圧ジャッキを作動させ、中段くさびを押し 出す。

所定量扛上したら、くさびとジャッキの間にスト ッ

パープレートを挿入して桁を仮受固定する。

ストッパープレートを抜き、くさびを引き戻し 、桁を扛

下させる。

　 橋梁やビルのメンテナンス工事に不可欠な扛上作業は、大小の強力な油圧ジャッキが開発さ

れ、数千ト ンの構造物も 楽 と々 持ち上げること ができるよう になりました。しかし 、最も 小さな

ジャッ キでも 3 0 cm程度の隙間がないとジャッ キを据え付けることができず、その隙間づく り に

苦慮することが多く 、しかも 橋梁の場合は通行止めをせずに施工することが求められ、そのため

に大がかりな仮受設備が必要となります。

　 そこに登場したのが、昭和6 2年に当社が開発した「 ト ライアップシステム」 です。それまでは構

造物をジャッ キで下から 押し上げていましたが、発想を転換し 、横から「 く さ び」 を押し 込んで持

ち上げようとするも ので、平成2年にアメリカで、同5年に日本で特許を得ることができました。

　 ト ライアップ・ システムは、非常にわずかな隙間があれば扛上が可能で、反力が横方向（ 水平

方向） に作用すること 、扛上後はスト ッパーで機械的に位置を固定して橋桁を固定できること 、

さらに表面をテフロン加工しているので橋桁の滑動が可能で仮支承として使えることなど、多く

のすぐれた特長をもっています。

扛上、仮受個所の補強STEP1 トライアップのセッティングSTEP2 扛上、仮受STEP3 STEP4 扛下完了STEP5

沓取替
沓座補修

工程ステップ

支承改良ステップ

性 能 確 認 試 験

本装置の能力、安全性を試験機により 確認。

“ く さび”の原理でト ライアップ

外観では何も 異常が
なさそう なローラー支承。

モルタル風化のため、沓座が沈下。

分解して点検すると 、落下寸前。（ 移動量ゼロ）

１.着手前（ 沈下・ 挙動） ２ .既設沓撤去（ 扛上、沓座斫り） ３ .上沓セット（ ボルト 穴削孔） ４ .新沓セット  （ アンカープレート・アンカーボルト 溶接） ５.無収縮モルタル打設 ６.竣工（ 外面塗装、沓座仕上）

沓の沈下により、床版破損。

ト ライアップの特許証( 日本） ト ライアップの特許証( 米国）

過大なジョイント 段差。（ ベアリングプレート 逸脱）

外観では何も 異常がなさそう なローラー支承。

腐食が進む内部のローラー。（ 偏平麿耗）

単純桁の連続化（ ジョ イント レス化） 。  免震ゴム支承に取替え。 阪神大震災の災害復旧に威力を 発揮。

PC橋での沓取替え。( R－4 2 0 t）

ローラー逸脱。（ ピニオンギヤー破断）

PC橋の損傷。（ 固定沓回転不良）

PC桁破断。（ 可動沓移動量ゼロ）

能力

（ 形式）

75t－17型

100 t－12型

100 t－24型

150 t－24型

200 t－12型

200 t－24型

300 t－24型

500 t－32型

600 t－32型

扛上量

（ ｍｍ）

17

12

24

24

12

24

24

32

32

ジャッキ高

（ ｍｍ）

91 .1

1 05 .1

1 40 .1

1 45 .1

1 38 .1

1 75 .1

1 87 .1

2 24 .1

2 24 .1

本体寸法

長さ
（ mm）

幅
（ mm）

89 1

97 1

94 3

1 ,017

1 ,097

1 ,131

1 ,197

1 ,531

1 ,531

1 61

2 07

1 87

2 31

2 90

2 60

3 34

4 14

4 14

単位重量

（ kg/台）

35

63

69

1 07

1 42

1 51

2 55

4 86

4 89

本

装

置

の

諸

元

●能力は適用できる支承反力を示す。　 　 ●ジャッキは高圧ジャッキを使用。　 　 ●上記以外はオプションになります。

補強材
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